
２．⼦育てに全⼒で取り組む区市町村徹底⽀援プロジェクト
○「世界で最も⼦供に優しく、⼦供がすくすくと育つまち」を実現するため、都内区市町村の手上げ方式で、⼦供・⼦育て世代との
対話等を通じた、先進的で意欲的な⼦供目線の政策や⼦育てに優しいまちづくりの推進を、都が徹底的に⽀援し、都内全域に展開

具体的な取組 2020年度末
(⾒込み)

年次計画

2021年度 2022年度 2023年度

区市町村の先駆的・
分野横断的取組を包括的に支援

新たな補助スキーム
の制度設計

 全区市町村に展開【2030年】
子供が笑顔で子育てが楽しいと思える社会を実現

 全区市町村に展開【2030年】
子供が笑顔で子育てが楽しいと思える社会を実現

３か年のアクションプラン（主要）３か年のアクションプラン（主要） 2030年への展開2030年への展開

４自治体４自治体 ８自治体８自治体 12自治体12自治体

⺠間企業
技術・働き方⽀援

町会・自治会
⼦育て⽀援

ＮＰＯ
サービス担い手

大学
学術的検証

区市町村
等

⼦供・⼦育て世代との対話
（リアル・バーチャル）

⼦供目線の政策・⼦育てに優しいまちづくりを
複合的・重層的に推進

⼦供目線の政策・⼦育てに優しいまちづくりを
複合的・重層的に推進

公園×学び×地域交流

• 様々な体験を通して、子供が楽しみながら学び、
成⻑することができる環境整備

• 子育て家庭が地域と交流し、つながる場の提供 等

⼦育てに全⼒で取り組む区市町村を徹底⽀援

⼦育て×つながり×
⾏政サービス×オンライン

• オンラインで気軽に相談できる体制の整備
• 子育て関係手続のオンライン化 等

⼦供・⼦育て世代
のニーズ

東京都︓先駆的・分野横断的取組をソフト・ハード両⾯から包括的に⽀援

公園の活用

活動と体験
の舞台

情報発信
健診・イベント

ＡＩ自動応答
24時間365日

予約・申請
妊婦面接予約
証明書発⾏申請

住⺠ニーズ把握

ＳＮＳを活用した
子育て⽀援

地域の人と
仲良くなりたい

たくましく
生きる力を育んで

ほしいな

困ったら、すぐに
相談したい

簡単に手続
したいな

こんな公園
いいな～

• 幼保⼩が連携し、子供の学びに向かう⼒等を
育むプログラムを開発・展開 等

教育×福祉×地域

子供も仕事も
大事にしたい

よく遊びよく学んで
ほしいな

働き方×暮らし×オンライン

• サテライトオフィスの整備
• 子育てやテレワークをしやすい
住環境の整備 等

こんなお家
いいな～

戦略１
⼦供の笑顔

文化・芸術など
様々な体験や
交流の場

自然と触れ合い
自由な発想で
遊び・学べる場

参考(｢未来の東京｣ 戦略 P121)
Children



多世代交流拠点等において
先端技術を活用し、
⾮接触での交流が可能な環境を整備

公的住宅におけるＡＩ等を活用した
⼀⼈暮らし⾼齢者の⾒守り

１．自分らしく暮らせる“Chōju”東京プロジェクト

戦略４ ⻑寿（Chōju）社会実現戦略

✓地域内における多様な⺠間の
主体の参加と協働を促進区市町村

✓健康増進に効果的なアプリの
開発やウェアラブル・デバイ
ス等の提供

⺠間企業
（スタートアップ）

✓日常生活や健康データ等の
ビッグデータをＡＩ等で解析

大学
研究機関

✓通いの場や居場所等を運営
✓住⺠を対象に、デジタル等
に関する相談や講習を実施

ＮＰＯ等

✓健康データの介護サービス
への活用

✓介護施設等における地域交流
介護事業者

“Chōju”社会実現に向け
多様な主体が連携

具体的な取組 2020年度末
（⾒込み）

年次計画
2021年度 2022年度 2023年度

区市町村の先駆的・
分野横断的取組を包括的に支援

新たな補助スキーム
の制度設計

４自治体

 都内全域に展開【2030年】
・地域の実情に応じて幅広くデジタルを活用し、誰もが
心豊かに自分らしく暮らせる“Chōju”社会を実現

 都内全域に展開【2030年】
・地域の実情に応じて幅広くデジタルを活用し、誰もが
心豊かに自分らしく暮らせる“Chōju”社会を実現

３か年のアクションプラン（主要）３か年のアクションプラン（主要）
2030年への展開2030年への展開

○高齢者をはじめ、誰もが元気で心豊かに、自分らしく暮らせる地域の実現に向けて、意欲ある区市町村が多様な主体と連携し、
地域資源を活⽤しながら、デジタルデバイド対策や幅広いデジタル活⽤により、ＱＯＬ向上を図る取組等を都が強⼒に⽀援。
成果検証し、都内全域に展開

✓地域のニーズを吸い上げ、
区市町村を通じて強⼒に⽀援

✓介護サービス基盤の整備、
介護人材対策など基盤となる
取組を着実に実施

東京都

特別養護
⽼⼈ホーム等公的住宅

通いの場

デジタル化

⺠間 デジタル化
⺠間

域内の住⼈

デジタル活用相談
ＮＰＯ

学生のシェア居住

アプリ開発
デバイス提供

⺠間

地域の店舗
地域包括
⽀援センター

データ解析

運営
ＮＰＯ

プログラム開発
大学等

多世代交流拠点

運営ＮＰＯ

公園

運営介護
事業者

自分らしく暮らせる“Chōju”社会自分らしく暮らせる“Chōju”社会 健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
ア
プ
リ
に
よ
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

地域で身体を動かしたくなる
環境の整備
・公園への健康遊具の設置
・ウォーキングコースの設定 等

健康遊具やウォーキングコース等
で運動した場合に、健康アプリ
を通じてポイント付与
【ポイント交換例】
健康器具、自転⾞、
美術館招待券 等

⾼齢者の健康増進に向けた
継続的な⾏動を⽀援・促進

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

安
全
・
安
心

デジタル
環境の整備
・スマートフォン
の貸与等

デジタル
活用⽀援
・スマートフォン
活用講座の
実施

・デジタル活用を
支援する人材
を、高齢者から
発掘・育成

ＱＯＬを向上させる
スマートフォンの
アプリの開発・提供

高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

健康増進︓社会参加、運動等

健康増進に向けたまちづくり

地域の実情に応じた“Chōju”の取組を⽀援

多世代交流拠点・公的住宅におけるデジタル活用の推進

デジタルを活用したＱＯＬの向上

⾼齢者施策をブラッシュアップ

ア
プ
リ 安全・安⼼︓⾒守り、防災等

ア
プ
リ
の
開
発
・
提
供

・端末から得られたビッグデータを
分析し、高齢者の潜在的な
ニーズを把握

・日常生活の中でのアプリ活用

ＱＯＬの向上を体感

事業実施
区市町村の増加
事業実施

区市町村の増加
事業実施

区市町村の増加
事業実施

区市町村の増加

大学等

参考(｢未来の東京｣ 戦略 P144)
Chōju



アプローチ
居住地域、関⼼事項、
年齢等による検索

２．「みんなの居場所」創出プロジェクト
○⼦供・若者、⼦育て中の方、外国⼈、高齢者、⼀⼈暮らしの方など様々な⼈が集い、交わり、悩みを分かち合える
様々な形の「居場所」を、リアルとオンライン双方の強みを活かして地域の⾄る所に創出する区市町村の取組を強⼒に⽀援

具体的な取組 2020年度末
(⾒込み)

年次計画
2021年度 2022年度 2023年度

区市町村の先駆的・
分野横断的取組を包括的に支援

新たな補助スキーム
の制度設計

２自治体

 都内全域に居場所を1,000か所創出【2030年】
・誰もが求める「居場所」につながることができる社会を
実現

 都内全域に居場所を1,000か所創出【2030年】
・誰もが求める「居場所」につながることができる社会を
実現

３か年のアクションプラン（主要）３か年のアクションプラン（主要） 2030年への展開2030年への展開

事業実施
区市町村の増加
事業実施

区市町村の増加

戦略７ 「住まい」と「地域」を大切にする戦略

「居場所」の創出

利⽤者と「居場所」
をつなぐ仕組み

多様な⼈々

支援人材等

事業実施
区市町村の増加
事業実施

区市町村の増加

Ｗｅｂサイト ／ アプリ
デジタルデバイド対策

地
域
の
様
々
な
資
源
を
活
用
し
て

多
様
な
「
居
場
所
」
を
創
出

緑道など地域の「緑」を活⽤し、⼈々が憩い、体験できる「居場所」を創出緑道など地域の「緑」を活⽤し、⼈々が憩い、体験できる「居場所」を創出

リアルとオンラインを組み合わせたハイブリッドな「居場所」を創出リアルとオンラインを組み合わせたハイブリッドな「居場所」を創出
ハイブリッドな居場所

リアルでもオンラインでも参加できる

「新しい日常」
にも対応した
居場所

リアル オンライン

新たな多世代交流

若者がシニアにデジタル
ツールの使い方を教える

コンビニ

⺠間
企業

ＮＰＯ 町会
自治会

大学

カフェ

公⺠館

学校

図書館

公的住宅

社会
福祉
法人

屋外

みんなで多様な
「居場所」を創出

⽼⼈ホーム

空き家 オンライン

誰もが訪れたくなる
ような居場所を創出

緑あふれる空間

みんなで農作物
や植物を栽培 農園の収穫物を販売 子供も大人も歩いて

楽しい空間

農園 イベント 憩いの場
「緑」を活かした様々な機能「緑」を活かした様々な機能

リアルの場でつながり
を構築
リアルの場でつながり
を構築

オンラインで気軽な
参加を促進
オンラインで気軽な
参加を促進

デジタルツールの利⽤
⽀援を通じて多世代交
流を促進

デジタルツールの利⽤
⽀援を通じて多世代交
流を促進

地域のニーズに応じて東京都が⽀援

多様な主体が連携・協働し、学校を核とした、多面的な機能をもつ「居場所」を創出

学校
地域住⺠地域住⺠

地域の多様な主体

ＮＰＯＮＰＯ

スポーツ・文化団体スポーツ・文化団体

町会・自治会町会・自治会

⺠間企業⺠間企業

等

連携・協働

学校を核とした
地域コミュニティ
の活性化

⼦供と大⼈がともに学び、体験し、つながることができる場を創出

みんなの居場所

学びの場 体験の場 交流の場

参考(｢未来の東京｣ 戦略 P168)
Community


